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(57)【要約】
　本発明は、フォトプレチスモグラフィ測定に関する光
学センサに関する。このセンサは、患者８の組織へと光
を放出する光エミッタ２及び／又は上記組織との交互作
用後の上記放出光の一部を検出する光検出器３を備える
光ユニット１を有し、上記光ユニットが、弾性材料４に
埋め込まれる。本発明は更に、患者８のコンタクトレス
呼吸監視のためのデバイスにも関し、このデバイスは、
上記患者胸部１２に対する時間的距離変動を、好ましく
は電磁波に基づき連続的に検出する距離センサと、上記
検出された時間的距離変動に基づき上記呼吸活動を決定
する計算ユニットとを有する。本発明は、病院において
患者の生命パラメータをスポットチェックするのに使用
されることができるハンドヘルドデバイスを用いた呼吸
動作、血圧及び心拍の同時監視に対して、信頼性が高く
使い易い使用可能性を提供する点で特に有益である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フォトプレチスモグラフィ測定に関する光学センサであって、
　患者の組織へと光を放出する光エミッタ及び／又は前記組織との交互作用後の前記放出
光の一部を検出する光検出器を備える光ユニットを有し、
　前記光ユニットが、弾性材料に埋め込まれる、光学センサ。
【請求項２】
　前記弾性材料が、前記患者の皮膚により、好ましくは患者の指により接触されるよう構
成される、請求項１に記載の光学センサ。
【請求項３】
　前記弾性材料の弾性が、人間の指の前記組織の典型的な弾性の範囲にある、請求項１又
は２に記載の光学センサ。
【請求項４】
　前記光ユニットが、ＬＥＤ及びフォトダイオードを有する、請求項１乃至３のいずれか
に記載の光学センサ。
【請求項５】
　前記弾性材料が、前記光エミッタにより放出される光に関して透明でない、請求項１乃
至４のいずれかに記載の光学センサ。
【請求項６】
　患者のコンタクトレス呼吸監視に関するデバイスであって、
　前記患者の胸部に対する時間的距離変動を連続的に検出する距離センサと、
　前記検出された時間的距離変動に基づき前記呼吸活動を決定する計算ユニットとを有す
る、デバイス。
【請求項７】
　前記デバイスが、好ましくは前記患者自身により、前記患者の胸部の前で前記デバイス
を保持するために適合される保持手段を有するハンドヘルドデバイスである、請求項６に
記載のデバイス。
【請求項８】
　前記患者の両手で保持されるとき、前記保持手段が、前記患者の胸部の方へ前記距離セ
ンサを自動的に向けるよう構成される、請求項７に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記距離センサが、放出及び受信電磁波に基づかれ、好ましくは２チャネル・ドップラ
ーレーダセンサであるドップラーレーダセンサを有する、請求項６又は８に記載のデバイ
ス。
【請求項１０】
　ＥＣＧ測定ユニットが、前記デバイスに提供される、請求項６乃至９のいずれかに記載
のデバイス。
【請求項１１】
　フォトプレチスモグラフィ測定のための光学センサ、好ましくは請求項１乃至５のいず
れかに記載の光学センサが、前記デバイスに提供される、請求項６乃至１０のいずれかに
記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記患者の血圧を決定するよう構成されるフォトプレチスモグラフィ測定ユニットが、
前記デバイスに提供される、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１３】
　決定された心拍と決定された呼吸活動との間のコヒーレンスに基づき、ストレス状態イ
ンジケータ信号を出力するよう構成される出力ユニットが、前記デバイスに提供される、
請求項６乃至１２のいずれかに記載のデバイス。
【請求項１４】
　好ましくは、請求項６乃至１３のいずれかに記載のデバイスを用いて、ストレス状態イ
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ンジケータ信号を患者に提供する方法において、
　前記患者の心拍を検出するステップと、
　前記患者の呼吸活動を同時に検出するステップと、
　前記心拍と前記呼吸活動との間のコヒーレンス度を計算するステップと、
　前記計算されたコヒーレンス度に基づきストレス状態インジケータ信号を出力するステ
ップとを有する、方法。
【請求項１５】
　前記患者がどのように呼吸するべきかを示すガイダンス信号が出力され、好ましくは、
前記ガイダンス信号が、前記患者の決定されたストレス状態に基づき自動的に適合される
、請求項１４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、患者のコンタクトレス呼吸監視及びフォトプレチスモグラフィ測定のための
光学センサの分野に関し、特に、好ましくは病院において患者の生命パラメータのスポッ
トチェック（spot-checking）をするのに使用されることができる、呼吸動作、血圧及び
心拍を同時に監視するためのハンドヘルドデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　光学測定を用いて、患者の指におけるパルス波の到着を検出することが可能である。通
常、赤外線ＬＥＤが光を指に照射し、フォトダイオードに達する光量が、ダイオードに流
れる光電流をもたらす。パルス波の存在下では、大部分の光は血液により吸収される。即
ち、フォトダイオードを通る電流はこれに従って変調される。この技術は、フォト・プレ
チスモグラフィ（ＰＰＧ）として知られる。
【０００３】
　ＬＥＤ及びフォトダイオードが指の対向する側に設置される場合、それは「トランスミ
ッティブ」ＰＰＧと呼ばれる。対向側に設置される結果、ＬＥＤ光が指を通り実際に輝く
。斯かるセットアップは通常、指クリップとして実現される。他のオプションは、指の同
じ側に設置されるＬＥＤ及びフォトダイオードを持つことである。これは、「リフレクテ
ィブ」ＰＰＧと呼ばれ、指クリップが受け入れられることができない場合に役に立つ。リ
フレクティブモードでは、ＬＥＤ及びフォトダイオードが互いの隣に位置する。その結果
、患者がしなければならないのは、例えば心拍測定又はパルス到着時間（ＰＡＴ）測定の
ため、自分のパルス波が検出されるよう、２つの要素上で指を休ませることだけである。
【０００４】
　リフレクティブＰＰＧセットアップは、多くの場合役立つ。このセットアップは、自分
のパルス波が検出されるようにするため、ＬＥＤ／フォトダイオードの組合せ上に患者が
自分の指を軽く置くことだけを必要とする。例えば、これは、心拍測定のために使用され
ることができる。ＰＰＧの別の用途は、パルス通過時間（ＰＴＴ）又はパルス到着時間（
ＰＡＴ）の測定である。ＰＴＴ測定の原理は、パルス波が体の１つの点から始まるとき、
時間におけるこの瞬間を取り、体の別の点での到着時間を測定するものである。ＰＴＴは
、この２つの間の時間差として計算され、パルス波速度に反比例する。ＰＡＴは、ＥＣＧ
のＲピークといくつかの周辺箇所でのＰＰＧパルスの到着との間の時間遅延として規定さ
れる。ＰＰＧ測定は通常、患者の耳たぶ又は指上で実行される。
【０００５】
　ＰＴＴ及びＰＡＴは共に、興味深い尺度である。なぜなら、体上の２つの測定位置間の
距離及び血管の弾性といった他のパラメータの中で、これらは患者の血圧に関する情報を
提供するからである。従って、他のパラメータが知られる又は推定されることができる場
合、血圧はＰＴＴ又はＰＡＴ測定から推定されることができる。
【０００６】
　実際に、ＥＣＧ信号におけるＲピークは、大動脈における圧力パルス伝搬の開始とは一
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致しない。これは、ＥＣＧのＲピークが心臓の筋肉の電気励起であるからである。筋肉が
この励起に反応するにはいくらかの時間がかかる。すると、筋肉が心臓において充分な圧
力を確立するにはもっと時間がかかる。その結果、大動脈弁が開き、パルス波が実際に動
脈内の移動を開始する。しかしながら、Ｒピークと大動脈弁の開口との間の時間遅延は、
動脈圧に関する重要な情報も伝達する。こうして、末梢でのパルス波到着時間を推論する
ための開始点としてＲピークを捉えることは、多くの用途において受け入れられることが
できる。
【０００７】
　過去において、カフを必要とせずに血圧測定を提供するため、この原理を使用する多く
の試みがなされた。典型的なＰＡＴ測定セットアップは、ＥＣＧ測定及びＰＰＧ測定を有
する。パルス波が指又は耳に到達するとき、ＰＰＧパルスの特徴点が、この時間における
瞬間としてとられる。ＥＣＧのＲピークの発生時間とＰＰＧ特徴点との間の差が計算され
、これは血圧値へと変換される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特にリフレクティブＰＰＧセットアップにおいて発生する問題は、皮膚がＬＥＤ／フォ
トダイオードの組合せ上へ押圧されるときの圧力が非常に高くなる可能性があり、血管が
実際にクランプオフ（clamped off）される点にある。その結果、パルス波が、測定位置
に達せず、従って検出されることができない。
【０００９】
　更に、病院のベッドにおいて患者の生命パラメータのスポットチェックをすることは、
看護師の毎日のルーチンの部分である。心拍、呼吸周波数、血圧及び体温度は、すべての
患者に関してチェックされるべきである最も重要なパラメータである。測定装置及び時間
の観点から、これらのすべてのパラメータを適切に測定することは、かなりの労力を必要
とする。しかしながら、病院における実際的な状況は看護師にできるだけ迅速なスポット
チェック測定を行うことを強制する。なぜなら、看護師は、日常的なスポットチェックよ
り多くの注意を必要とする他の多くの作業をこなさなくてはならないからである。
【００１０】
　特に、呼吸動作は、まだ従来のセットアップのスポットチェックでは測定されることが
できない。そのため、呼吸センサが必要とされる。一般に、斯かる呼吸センサは、患者の
胸部に付けられなければならなかった。しかしながら、患者の胸部にセンサを付けること
は、不便であり、時間がかかる。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１の目的は、信頼性が高くフェールセーフなフォトプレチスモグラフィ測定
に対する可能性を提供することである。
【００１２】
　この目的は、フォトプレチスモグラフィ測定に関する光学センサにより実現される。こ
のセンサは、
  患者の組織へと光を放出する光エミッタ及び／又は上記組織との交互作用後の上記放出
光の一部を検出する光検出器を備える光ユニットを有し、
  上記光ユニットが、弾性材料に埋め込まれる。
【００１３】
　従って、本発明の第１の側面の基本的なアイデアは、患者の指先により押圧されるとき
弾力的であり、及び従って、患者組織において毛細管を固定することを回避する弾性材料
を提供することである。これは、リフレクティブ指ＰＰＧセットアップの直観的な使用と
して複数の利点を有し、どのように指が適用されるべきかについての説明を患者に行う必
要がない。更に、本発明は、光ユニット上へ押圧される皮膚にかかる圧力に関係なく、リ
フレクティブＰＰＧセットアップにおける有効な測定を可能にする。こうして、このソリ
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ューションは、簡単で、受動的で、かつ安価である。
【００１４】
　本発明の好ましい実施形態によれば、上記弾性材料が、上記患者の皮膚により、好まし
くは患者の指により接触されるよう構成される。更に、上記弾性材料の弾性が、人間の指
の上記組織の典型的な弾性の範囲にあることが好ましい。好ましくは、上記弾性材料とし
てシリコンが使用される。
【００１５】
　一般に、本発明は、異なるタイプのフォトプレチスモグラフィ測定に関して適用される
ことができる。しかしながら、本発明の好ましい実施形態によれば、上記光ユニットは、
リフレクティブ・フォトプレチスモグラフィ測定に対して適合される。これに関して、本
発明の好ましい実施形態によれば、上記光ユニットは、ＬＥＤ及びフォトダイオードを有
する。更に、上記弾性材料が、上記光エミッタにより放出される光に関して透明でないこ
とが好ましい。これは有利である。なぜなら、この態様で、上記光エミッタから上記光検
出器への直接的な光経路が回避されるからである。好ましくは、上記弾性材料が上記光エ
ミッタにより放出される光に関して透明でないという特徴は、上記弾性材料にカラー添加
物を加えることにより実現される。
【００１６】
　本発明の第２の目的は、患者の呼吸動作の便利で使いやすいスポットチェックの可能性
を提供することである。
【００１７】
　この目的は、患者のコンタクトレス呼吸監視に関するデバイスにより満たされ、このデ
バイスは、
  上記患者の胸部に対する時間的距離変動を連続的に検出する距離センサと、
  上記検出された時間的距離変動に基づき上記呼吸活動を決定する計算ユニットとを有す
る。
【００１８】
　この本発明の第２の側面によれば、体への接触なしに患者の呼吸動作を測定するソリュ
ーションが表される。それは、ハンドヘルドデバイスへの一体化に特に適している。これ
に関して、上記ハンドヘルドデバイスが、好ましくは上記患者自身により、上記患者の胸
部の前で上記デバイスを保持するために適合される保持手段を有することが好ましい。更
に、上記計算された呼吸活動が、上記患者の呼吸レートを有することが好ましい。
【００１９】
　この本発明の第２の側面は、以下の複数の利点を提供する。呼吸動作のコンタクトレス
測定が、ハンドヘルドデバイスに一体化されることができる。更に、心拍、血圧及び呼吸
周波数のスポットチェックを行うのに使いやすいハンドヘルドソリューションが、以下更
に詳細に説明されるものとして提供されることができる。更に、例えば呼吸ガイダンスを
含む、リラクゼーション運動を行うのに使いやすいハンドヘルドソリューションが、以下
更に詳細に説明されるものとして提供されることができる。
【００２０】
　一般に、異なるタイプの距離センサ、例えば超音波センサ及び／又はレーザセンサが、
使用されることができる。超音波の助けを借りて、距離が測定されることができる。ショ
ート超音波バーストが、ターゲットの方へ送信され、このターゲットで反射され、及びこ
の反射されたバーストが到達するまでの時間が測定される。飛行時間は距離に正比例する
。なぜなら、伝搬速度は、短時間の測定の間、一定だからである。更に、レーザー・イン
ターフェロメトリの助けを借りて、相対的な運動を非常に正確に測定することが可能であ
る。放出されたレーザビームと反射されたレーザビームとの間の位相差は、反射ターゲッ
トへの距離に依存するので、反射されたビームが、放出されたビームと同相にあるビーム
と干渉するようもたらされる場合、干渉結果の強度は周期的に変化する。
【００２１】
　しかしながら、本発明の好ましい実施形態によれば、距離センサは、放出及び受信電磁
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波に基づかれる。更に、距離センサが、ドップラーレーダセンサ、好ましくは２チャネル
・ドップラーレーダセンサを有することが好ましい。２．４ＧＨｚ又は２４ＧＨｚのレー
ダー周波数が、良好な結果をもたらすことが示された。
【００２２】
　電磁波の使用は、それらが衣類で反射されず、皮膚表面で反射されるという利点を持つ
。基本的に、電磁波の反射は、異なる電気伝導性の領域間の境界層で発生する。空気が電
気絶縁体であり、衣類も通常は絶縁体であるので、皮膚の表面で実際に反射があることに
なる。これは、電磁波を使用する大きな利点である。
【００２３】
　反射ターゲットが、ここでは患者の胸部であるが、呼吸動作が原因で移動する場合、反
射された電磁波は、放出された波に対して周波数においてシフトされる（ドップラーシフ
ト）。この周波数差は、患者の胸部運動に関する尺度として検出及び利用されることがで
きる。この測定の原理は例えば、トラフィック速度コントロールから知られる。レーダー
トランシーバのアンテナは、手にデバイスを保持する患者の胸部の方へ電磁波が向けられ
る態様で、ハンドヘルドデバイスに容易に一体化されることができる。
【００２４】
　本発明の好ましい実施形態によれば、上記患者の両手で保持されるとき、上記保持手段
が、上記患者の胸部の方へ上記距離センサを自動的に向けるよう構成される。こうして、
ハンドヘルドデバイスは自動的に整列配置され、追加的な調整は必要ではない。
【００２５】
　更に、患者が両手でデバイスをつかむよう、保持手段が２つのハンドルを有することが
好ましい。一般に、これらのハンドルは、デバイスを保持するためにのみ適合されること
ができる。しかしながら、本発明の好ましい実施形態によれば、これらのハンドルは、Ｅ
ＣＧ測定のための電極を有する。これに関して、これらのハンドルは好ましくは金属で作
られる。更に、ＥＣＧ測定ユニットが、このデバイスに提供されることが好ましい。
【００２６】
　本発明の別の好ましい実施形態によれば、追加的に又は代替的に、フォトプレチスモグ
ラフィ測定のための光学センサ、好ましくは上述した光学センサが、上記デバイスに提供
される。これに関して、リフレクティブモードセンサが提供されることが特に好ましい。
更に、本発明の好ましい実施形態によれば、デバイスを保持するとき、患者の指、好まし
くは患者の親指が自動的にセンサに載るという態様で、光学センサがデバイス上に配置さ
れる。これは、このデバイスをフォトプレチスモグラフィ測定に関してより信頼性を高い
ものにする。更に、上記患者の血圧を決定するよう構成されるフォトプレチスモグラフィ
測定ユニットが、上記デバイスに提供されることも好ましい。
【００２７】
　上記のデバイスは、異なる用途に、好ましくは病院におけるスポットチェック用途に使
用されることができる。しかしながら、本発明の好ましい実施形態によれば、出力ユニッ
トがこのデバイスに提供される。この出力ユニットは、決定された心拍と決定された呼吸
活動との間のコヒーレンスに基づき、ストレス状態インジケータ信号を出力するよう構成
される。このアイデアは、以下に記載の方法により一層明らかとなるであろう。
【００２８】
　好ましくは、上述したデバイスを用いて、ストレス状態インジケータ信号を患者に提供
する方法を提供することも、本発明の基本的な側面である。この方法は、
  上記患者の心拍を検出するステップと、
  上記患者の呼吸活動を同時に検出するステップと、
  上記心拍と上記呼吸活動との間のコヒーレンス度を計算するステップと、
  上記計算されたコヒーレンス度に基づきストレス状態インジケータ信号を出力するステ
ップとを有する。
【００２９】
　休息状態下において、健康な患者の心拍は周期的変化を示す。呼吸洞不整脈（ＲＳＡ）
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として知られるこの周期的現象は、呼吸の位相と共に変動する。心拍は、吸気の間、増加
し、呼気の間、減少する。こうして、心拍は、特定の状態下で患者の呼吸活動と同期化す
る傾向がある。患者がネガティブな又はストレス状態のムード（低いコヒーレンス）にあ
る場合に見られる逆同期と比べると、患者がポジティブな又はリラックスしたムード（高
いコヒーレンス）にある場合、心拍及び呼吸は同期化する。ポジティブなムードでは、心
拍の変動は通常、正弦波態様で発生する。これは、心拍変動及び呼吸活動の測定を同時に
行うことを可能にする。従って、両者の間のコヒーレンス度が、患者のリラクゼーション
レベルを示す尺度として計算及び使用されることができる。
【００３０】
　この方法に関して、本発明の好ましい実施形態によれば、患者がどのように呼吸するべ
きかを示すガイダンス信号が出力される。更に、上記ガイダンス信号が、上記患者の決定
されたストレス状態に基づき自動的に適合されることが好ましい。
【００３１】
　本発明の好ましい用途は、以下の通りである。本発明は、ハンドヘルドデバイスにおけ
る呼吸のコンタクトレス測定を可能にする。患者の心拍、血圧及び呼吸周波数を同時にス
ポットチェックするハンドヘルドデバイスにおいて、これは特に有益である。更に、これ
は、ストレスの多い状況から効果的にリラックスするための技術として、誘導された呼吸
運動を与える非常に魅力的なハンドヘルドソリューションを構築するために使用されるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１ａ】本発明の第１の好ましい実施形態によるリフレクティブＰＰＧセットアップを
概略的に示す図である。
【図１ｂ】本発明の第１の好ましい実施形態によるリフレクティブＰＰＧセットアップを
概略的に示す図である。
【図２ａ】患者により保持される、本発明の第２の好ましい実施形態によるハンドヘルド
デバイスを示す図である。
【図２ｂ】患者により保持される、本発明の第２の好ましい実施形態によるハンドヘルド
デバイスを示す図である。
【図２ｃ】患者により保持される、本発明の第２の好ましい実施形態によるハンドヘルド
デバイスを示す図である。
【図３】本発明の第２の好ましい実施形態によるシステムのブロックダイアグラムを表す
図である。
【図４】患者がネガティブな又はストレス状態のムードにある場合に見られる脱同期と比
較して、患者がポジティブな又はリラックスしたムードにある場合、心拍及び呼吸がどの
ように同期するかを示す図である。
【図５】本発明の第３の好ましい実施形態によるコヒーレンスの計算を説明する図である
。
【図６】本発明の第４の好ましい実施形態によるシステムのブロックダイグラムを示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　本発明のこれらの及び他の態様が、以下に説明される実施形態より明らとなり、これら
の実施形態を参照して説明されることになる。
【００３４】
　本発明の第１の好ましい実施形態によれば、光エミッタ２及び光検出器３、即ちＬＥＤ
／光ダイオードの組合せを備えるリフレクティブ・フォトプレチスモグラフィ測定のため
の光学センサの光ユニット１を、指の圧力を解放する（give way to）することになる例
えばシリコンといった弾性材料４へと埋め込むことが提案される。対応するリフレクティ
ブＰＰＧセットアップが、図１に見られることができる。図１では、患者の指５が、弾性
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材料４上に押圧されることが示される。この材料には、光エミッタ２及び光検出器３を持
つ光ユニット１が提供される。その境界域上で、弾性材料４は剛性担体６により囲まれる
。こうして、指の毛細管７を固定することが、広い範囲の指圧力にわたり回避される。
【００３５】
　図１から分かるように、弾性材料４は、印加される指圧力の量に基づき変形され、この
変形のため、毛細管７を固定することが回避される。これにより、このリフレクティブＰ
ＰＧセットアップにおける有効なＰＰＧ測定が広い範囲の指圧力にわたり可能にされる。
広い範囲の許容された指圧力を実現するよう、弾性材料４の弾性を選択することが好まし
い。この弾性材料には、ＬＥＤ／フォトダイオードの組合せが埋め込まれる。その結果、
弾性材料は、指組織の弾性と等しいか又は類似する。弾性材料４は、好ましくは、ＬＥＤ
からフォトダイオードへの直接的な光経路を回避するため、ＬＥＤにより放出される光に
関して透明でない。これは好ましくは、必要であれば、シリコンに対するカラー添加物の
助けを借りて実現される。
【００３６】
　図２ａ、ｂ及びｃから、本発明の第２の好ましい実施形態によるハンドヘルドデバイス
９が見られることができる。このハンドヘルドデバイス９の一般的なアイデアは、患者８
が両手１０でハンドヘルドデバイスを持つ場合、ハンドヘルドデバイス９と、図２ａに示
される、より詳細には図２ｂ及び２ｃに示される患者の胸部１２との間に自由な視線１１
が存在するという洞察に基づかれる。更に、人間の腕及び手首の生体構造は、患者が自分
の手１０でつかむ側にデバイスが２つのハンドル１３を持つ場合、ハンドヘルドデバイス
９の蓋１４が患者の胸部１２を指すよう自動的に調整されるようなものである。図２ｂ及
び２ｃは、この状態を説明する。
【００３７】
　患者の胸部１２の壁が呼吸動作により前方及び後方に移動するので、距離センサは、蓋
１４と胸部１２との間の距離を測定するハンドヘルドデバイス９の蓋１４に一体化される
。更に上述されたように、この目的に対する異なるセンサモダリティが想定可能である。
【００３８】
　本書に表される本発明の好ましい実施形態によれば、距離センサとして、電磁波のトラ
ンシーバがハンドヘルドデバイス９に提供される。実験は、レーダー周波数が許容可能な
結果を与えることを示す。周波数は、好ましくは２．４ＧＨｚ又は２４ＧＨｚの周波数で
ある。手１０にハンドヘルドデバイス９を保持しつつ、電磁波が患者８の胸部１２の方へ
向けられるという態様で、レーダートランシーバのアンテナが、ハンドヘルドデバイス９
に容易に一体化されることができる。
【００３９】
　本発明の第２の好ましい実施形態によるシステムのブロック図が、図３に示される。ハ
ンドヘルドデバイス９は、心拍、血圧及び呼吸活動という３つの異なる測定を提供する。
このため、本発明の第２の好ましい実施形態によるハンドヘルドデバイスは、以下のよう
に設計される。
【００４０】
　心拍測定に対して、ハンドヘルドデバイス９は、ハンドヘルドデバイスを保持するのに
も役に立つ金属ハンドル１３により形成される２つの電極を有する。ハンドル１３は、Ｅ
ＣＧ増幅器１５及びピーク検出器１６を有するＥＣＧ測定ユニットに接続される。それか
ら、心拍が、心拍計算器１７において計算される。
【００４１】
　血圧測定に対して、ハンドヘルドデバイス９は、上述したように設計されることができ
るフォトプレチスモグラフィ測定のための光学センサ１８を更に有する。この光学センサ
１８は、光増幅器１９及びパルス検出器２０を有するフォトプレチスモグラフィ測定ユニ
ットに接続される。すると、パルス検出器２０により決定される信号は、ＰＡＴ（パルス
到着時間）計算器２１に対して出力される。この計算器は、ＥＣＧ測定ユニットのピーク
検出器１６により出力される信号も受信する。ＰＡＴ計算器２１において、血圧が、ＰＡ
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Ｔ値及びＥＣＧ信号から推測される。
【００４２】
　呼吸活動の測定に対して、ハンドヘルドデバイス９は、患者の胸部１２の方へ電磁波を
放出し、患者の胸部１２から反射される電磁波を受信するアンテナ２２を有するドップラ
レーダー・ユニットを具備する。アンテナ２２により受信される信号は、モーションセン
サ２４に接続されるＲＦフロント側２３に供給される。モーションセンサ２４により出力
される信号は、患者８の呼吸レートを計算する呼吸レート計算器２５に供給される。
【００４３】
　こうして、心拍、血圧及び呼吸周波数のスポットチェックをするための使いやすいハン
ドヘルドソリューションが作成される。このソリューションは、病院用途において、特に
いわゆる「スポットチェックをする」際に非常に役立つ。スポットチェックでは、看護師
が患者のベッドから患者のベッドへと歩き、心拍、血圧及び呼吸レートといった生命パラ
メータをできるだけ迅速に決定したいと願う。
【００４４】
　このとき、看護師は、患者の胸部に手を置いて、呼吸周期が何秒持続するかを見るため
に腕時計を見ることで、患者の呼吸レートを決める。この方法はかなり不正確で、看護師
にとっても煩わしいので、予想の数字が書き込まれることがある。本発明のこの好ましい
実施形態を用いれば、これらの問題が解決される。看護師は、患者に単にハンドヘルドデ
バイスを与えるだけでよい。彼は、数秒間デバイスを保持する。この間、それぞれ、ハン
ドル１３における電極、親指の光学センサ１８及びドップラレーダーを用いて、ＥＣＧ、
指におけるパルス到着時間及び胸部の動きが測定される。
【００４５】
　ＥＣＧから心拍を抽出することは、容易である。光学センサを用いて得られるパルス到
着時間は、血圧読み出しに変換され、ドップラレーダー測定は、呼吸レートを決定するこ
とを可能にする。こうして、すべての関連パラメータが、一つの使いやすいハンドヘルド
デバイスを用いてキャプチャされる。データは、ハンドヘルドデバイス９に直接格納され
ることができるか、又は図３において図示省略された無線リンクを介して送信されること
ができる。
【００４６】
　本発明の第３の好ましい実施形態によれば、心拍、血圧及び呼吸の測定は、ストレス状
態に関するフィードバックを患者８に与えるために用いられる。呼吸指示と組み合わせれ
ば、誘導的なリラクゼーション運動を行うためのハンドヘルドデバイス９が作成される。
【００４７】
　休息状態下において、健康な人の心拍は周期的変化を示す。呼吸洞不整脈（ＲＳＡ）と
して知られるこの周期的現象は、呼吸の位相と共に変動する。心拍は、吸気の間増加し、
呼気の間減少する。このように、心拍は、特定の状態下において、患者の呼吸活動と同期
化する傾向がある。
【００４８】
　図４は、患者がネガティブな又はストレス状態のムード（低コヒーレンス）にあるとき
に見られる脱同期と比較しつつ、患者がポジティブな又はリラックスしたムード（高コヒ
ーレンス）にあるとき心拍及び呼吸レートがどのように同期するかを示す。ポジティブな
ムードでは、心拍の変動は、正弦波態様で発生する。本発明の第３の好ましい実施形態は
、心拍変動及び呼吸活動の測定の同時的な実行を可能にする。その結果、両者の間のコヒ
ーレンス度は、患者のリラクゼーションレベルを示す尺度として計算及び使用されること
ができる。これは、以下のように実行されることができる。
【００４９】
　図５に示されるように、ステップ１において、共にＮサンプルを有する、呼吸レート信
号及び心拍信号からのセグメントが、それぞれ元の信号から切り出される。すると、ステ
ップ２において、両方のセグメントからＤＣ要素が取り除かれ、振幅が正規化される。最
終的に、ステップ３において、２つのセグメントの間の相互相関として、コヒーレンスが
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となる。
【００５０】
　図５に示されるように、呼吸信号における最大が心拍信号における最大と一致する場合
、計算されたコヒーレンス度は高い。なぜなら、呼吸セグメントからの正の値が心拍セグ
メントからの正の値と乗算され、呼吸セグメントからの負の値が心拍セグメントからの負
の値と乗算されるからである。従ってこの場合、和計算に貢献するすべての要素は正であ
る。１つのセグメントにおける最大が、他のセグメントにおける最小と一致する場合、和
算の結果はこの場合においてはより小さくなることが容易に想像されることができる。な
ぜなら、１つのセグメントからの正の値が他のセグメントからの負の値と乗算されるので
、和計算に対して負の貢献を与えるからである。好ましくは、患者がどのように呼吸する
べきかを示すガイダンス信号が、システムに加えられる。ガイダンス信号は、患者のリラ
クゼーション状態に基づき適合されることができる。
【００５１】
　図６において、第４の好ましい実施形態によるシステムを示すブロック図が表される。
図３に示されるデバイスに加えて、本発明のこの好ましい実施形態によれば、心拍計算器
１７及び呼吸計算器２５の出力により供給されるコヒーレンス計算器２６が提供される。
コヒーレンス計算器２６の出力は、リラクゼーション評価ユニット２７に供給される。こ
のユニットも、ＰＡＴ計算器２１からの出力信号を受信する。最終的に、ディスプレイ、
ラウドスピーカ、照明等といった出力デバイス２８が、患者に呼吸指示を与えるため及び
／又はストレス状態を示すために提供される。
【００５２】
　点線により囲まれる図６における領域２９は、好ましくはマイクロプロセッサ上で実現
されるデジタル信号処理ブロックを示す。図６で分かるように、患者のリラクゼーション
レベルを評価するために、心拍変動と呼吸との間のコヒーレンス度が考慮されるだけでな
く、この目的のため、指におけるパルス波のパルス到着時間を用いて決定される血圧値も
使用することが提案される。
【００５３】
　本発明が図面及び前述の説明において詳細に図示され及び説明されたが、斯かる図示及
び説明は、説明的又は例示的であると考えられ、本発明を限定するものではない。本発明
は、開示された実施形態に限定されるものではない。
【００５４】
　図面、開示及び添付の特許請求の範囲の研究から、開示された実施形態に対する他の変
形が、請求項に記載された発明を実施する当業者により理解され及び遂行されることがで
きる。請求項において、単語「有する」は他の要素又はステップを除外するものではなく
、不定冠詞「ａ」又は「ａｎ」は複数性を除外するものではない。特定の手段が相互に異
なる従属項に述べられているという単なる事実は、これらの手段の組み合わせが有利に使
用されることができないことを意味するものではない。請求項における任意の参照符号は
、本発明の範囲を限定するものとして解釈されるべきではない。更に、患者は、人間又は
動物であり、必ずしも病気又は病気にかかっている必要があるというわけではない点を理
解されたい。
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摘要(译)

本发明还涉及一种用于光电容积描记术测量的光学传感器，包括具有用
于将光发射到患者8的组织中的光发射器2的光单元1和/或用于在与之相
互作用之后检测发射光的一部分的光检测器3。所述组织，其中所述灯单
元嵌入弹性材料中4.本发明还涉及一种用于对患者8进行非接触式呼吸监
测的装置，包括：距离传感器，用于连续检测相对于患者胸部12的时间
距离变化，优选地基于电磁波;计算单元，用于根据检测到的时间距离变
化确定呼吸活动。本发明特别适用于提供可靠且易于使用的可能性，用
于利用手持设备同时监测呼吸动作，血压和心率，该手持设备可用于对
医院中患者的生命参数进行抽查。
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